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五
井
蘭
洲
「『
中
庸
』
天
命
性
図
」
に
つ
い
て

湯
城　

吉
信

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
の
儒
者
五
井
蘭
洲
作
「『
中
庸
』
天
命
性
図
」
の
復
元
を
試
み
、
そ
の
特
徴
を
考
察
し
た
い
。
同
図
は
、
図
そ
の
も
の

は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
蘭
洲
先
生
中
庸
天
命
性
図
解
』
の
詳
細
な
記
述
に
よ
り
復
元
が
可
能
で
あ
る
。

五
井
蘭
洲
（
一
六
九
七
～
一
七
六
二
（
は
、
江
戸
中
期
の
大
坂
出
身
の
儒
者
で
あ
る
。
懐
徳
堂
草
創
期
に
講
義
を
担
当
す
る
た
め
に
招
聘
さ

れ
、
津
軽
藩
に
仕
え
た
後
、
再
び
懐
徳
堂
に
戻
り
、
懐
徳
堂
学
派
を
代
表
す
る
学
者
と
な
る
中
井
竹
山
、
履
軒
兄
弟
を
弟
子
と
し
て
育
て
た
。
以

後
の
懐
徳
堂
の
学
風
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
物
で
あ
る
と
言
え
る
。
懐
徳
堂
を
痛
烈
に
批
判
し
た
上
田
秋
成
も
蘭
洲
だ
け
は
よ
い
学

者
で
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る（

１
（。

蘭
洲
の
著
作
は
、
荻
生
徂
徠
を
批
判
し
た
『
非
物
篇
』、
仏
教
を
批
判
し
儒
教
を
称
揚
し
た
『
承
聖
篇
』、『
蘭
洲
茗
話
』
な
ど
の
雑
記
、『
勢
語

通
』
な
ど
の
和
学
の
著
作
な
ど
が
あ
る
。
朱
子
学
を
尊
奉
し
て
い
た
が
、
祖
述
を
宗
と
し
自
ら
ま
と
ま
っ
た
著
作
は
残
さ
ず
、『
蘭
洲
先
生
遺

稿（
２
（』

に
雑
駁
な
文
章
が
見
え
る
他
、
大
量
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
講
義
録
及
び
筆
記
で
あ
る
（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
「
五
井
蘭
洲
講
義
筆

記
六
十
五
種
」
と
し
て
所
蔵（

３
（（。

上
述
の
他
学
派
批
判
の
書
は
、
晩
年
、
中
風
に
罹
っ
て
か
ら
の
著
作
で
あ
り
、
自
ら
の
寿
命
を
悟
っ
た
後
、
斯
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学
を
守
る
と
い
う
使
命
感
に
駆
ら
れ
て
よ
う
や
く
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
蘭
洲
は
学
者
で
あ
る
以
前
に
教
育
者
で
あ
り
、
平
生
は
著
作
を
残
す
こ

と
よ
り
も
講
義
に
力
を
注
い
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
以
上
の
大
量
に
残
さ
れ
た
講
義
録
及
び
筆
記
は
、『
易
経
紀
聞
』『
論
語
解
』『
孟
子
筆
記
』『
小
学
紀
聞
』『
二
程
全
書
講
義
』
な
ど
、

儒
教
の
経
典
や
朱
子
学
の
文
献
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
蘭
洲
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、
目
に
見
え
る
特

徴
と
し
て
、
図
解
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
蘭
洲
の
図
を
紹
介
し
、
そ
の
中
、
特
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
「
天
人
事
物
一
貫
之
図
」
及
び
「『
中
庸
』
天
命
性

図
」
の
中
、
復
元
が
可
能
な
「『
中
庸
』
天
命
性
図
」
の
復
元
を
試
み
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
図
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
図
を
紹
介
し
、
蘭
洲
の

「『
中
庸
』
天
命
性
図
」
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、
蘭
洲
の
教
学
に
お
け
る
図
の
多
用

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
蘭
洲
の
講
義
録
・
筆
記
に
は
し
ば
し
ば
図
が
見
え
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
朱
筆
で
彩
色
さ
れ
た
も
の
も

あ
る
。
本
章
で
は
、
そ
れ
ら
の
一
斑
を
紹
介
し
た
い
。
以
下
、
図
の
名
称
は
湯
城
に
よ
る
仮
称
、
数
字
は
丁
数
、
ａ
は
表
、
ｂ
は
裏
で
あ
る
。

① 

魂
魄
図
（『
百
一
録
』
1（
ａ
（〔
図
１
〕

こ
の
図
は
、
人
の
魂
魄
と
精
神
の
働
き
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
蘭
洲
は
、
人
の
魂
魄
は
、
天
地
の
鬼
神

に
対
応
す
る
も
の
で
、
鬼
が
陰
、
神
が
陽
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
魂
は
陽
、
魄
は
陰
で
あ
る
と
言
う
。
図
の
白

黒
は
そ
の
陰
陽
を
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
人
の
精
神
は
こ
の
魂
魄
が
「
屈
伸
往
来
」
す
る
も
の
に
他
な
ら
な

い
。
図
の
真
中
に
、
神
＝
陽
、
精
＝
陰
と
し
て
い
る
の
は
そ
の
「
屈
伸
往
来
」
す
る
様
子
を
表
し
た
も
の
で
あ

〔図１〕�魂魄図（『百一録』
17a）
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る
（
周
敦
頤
「
太
極
図
」
の
「
陽
動
陰
静
」
の
部
分
を
参
照
さ
れ
た
い
。
神
＝
陽
、
精
＝
陰
に
固
定
化
し
た
も
の
で
は
な
い
（。

② 

満
腔
子
仁
図
（『
鉤
深
録
』
（（
ａ
（〔
図
２
〕

程
明
道
に
「
満
腔
子
是
惻
隠
之
心
」
と
い
う
語
が
あ
る
（『
二
程
遺
書
』
巻
三
、『
近
思

録
』
巻
一
（。
満
腔
子
は
体
全
体
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
の
自
ら
の
体
い
っ
ぱ
い
に
充
満

し
た
惻
隠
の
情
を
世
の
中
に
押
し
広
げ
て
い
く
様
子
を
表
し
た
の
が
こ
の
図
で
あ
る
。
図
で

は
、
中
心
の
円
か
ら
一
番
外
の
四
角
形
の
辺
に
向
け
て
、
朱
色
の
線
が
十
六
本
、
放
射
状
に

描
か
れ
て
お
り
、
下
に
「
朱
ニ
テ
引
タ
ル
筋
ハ
皆
恕
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
恕
（
思
い
や

り
（
を
広
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。
蘭
洲
は
、
仁
を
及
ぼ
す
範
囲
は
、
学
者
は
「
一
家
」、
賢

人
は
「
一
国
」、
聖
人
は
「
天
下
」
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
範
囲
を
意
識
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
言
う
。

③ 

仁
之
骨
髄
図
（『
鉤
深
録
』
1（
ａ
（〔
図
３
〕

朱
子
は
『
論
語
』
学
而
篇
の
「
孝
弟
也
者
、
其
為
仁
之
本
与
」
に
対
し
て
、「
仁
者
愛
之

理
、
心
之
徳
也
」
と
い
う
注
を
付
け
て
お
り
（『
論
語
集
注
』（、
朱
子
の
高
弟
・
黄
幹
は

「
愛
之
理
」
は
「
偏
言
」（
狭
義
（、「
心
之
徳
」
は
「
専
言
」（
広
義
（
と
説
明
し
て
い
る

（『
勉
斎
集
』
巻
十
六
（。
だ
が
、
蘭
洲
は
「
愛
之
理
」
も
「
全
体
小
割
」
で
理
解
し
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
て
こ
の
よ
う
な
図
を
表
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
図
も
中
は
朱
で
色

づ
け
さ
れ
て
い
る
。

〔図２〕�満腔子仁図（『鉤深録』
59a）

＊朱線が放射状に画かれている。

〔図３〕�仁之骨髄図（『鉤深録』
13a）

＊円の中の塗りつぶしは朱色。
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④ 

一
貫
図
（『
道
学
関
轄
録
』
６
ｂ
～
７
ａ
（〔
図
４
〕

理
は
、
各
事
物
に
存
在
す
る
が
、
大
き
く
言
え
ば
一
つ
で
あ
る
と
い
う
所
謂
「
理
一
分
殊
」
を
説
明
し

た
も
の
で
あ
る
。『
論
語
』
里
仁
篇
「
子
曰
、
参
乎
、
吾
道
一
以
貫
之
。
…
曽
子
曰
、
夫
子
之
道
、
忠
恕

而
已
矣
」
の
朱
子
集
注
に
「
聖
人
之
心
、
渾
然
一
理
、
而
泛
応
曲
当
、
用
各
不
同
」（
聖
人
の
心
は
渾
然

と
一
理
で
あ
り
、
ひ
ろ
く
す
べ
て
の
物
に
完
璧
に
対
応
す
る
（
と
あ
る
。「
分
殊
」
の
部
分
は
、
右
図
と

左
図
で
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
下
に
以
下
の
よ
う
な
書
き
入
れ
が
あ
る
。

　

右 

：「
竪
ニ
引
モ
ノ
横
ニ
置
バ
一
ト
ナ
リ
、
又
、
横
ヨ
リ
見
レ
バ
一
ト
ナ
ル
。
横
ニ
引
モ
ノ
本
来
一

也
」（
濁
点
は
補
っ
た
（

　

左
：「
此
小
圏
図
、
竪
ニ
引
ノ
バ
セ
バ
竪
ニ
一
ト
ナ
リ
、
横
ニ
引
ノ
バ
セ
バ
横
ニ
一
ト
ナ
ル
」

つ
ま
り
、「
分
殊
」
は
右
図
の
よ
う
に
も
左
図
の
よ
う
に
も
描
く
こ
と
が
可
能
で
、
ど
ち
ら
で
も
理
屈

が
通
じ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

⑤ 

心
図
（『
知
新
録
』
（（
ａ
（〔
図
５
〕

蘭
洲
は
、
儒
教
は
完
全
な
善
で
あ
る
性
に
基
づ
く
の
に
対
し
、
仏
教
は
善
悪
合
わ
せ
持
つ
心
を
よ
り
ど

こ
ろ
と
す
る
点
を
批
判
し
て
い
る
（「
仏
氏
本
心
不
本
天
。
其
唯
本
心
也
、
故
其
説
出
思
慮
運
用
。
彼
亦

知
悪
之
、
遂
欲
滅
思
慮
。
思
慮
豈
可
滅
乎
。」（『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
上
巻
（（
ａ
（（。
そ
の
心
が
清
濁
合
わ

せ
持
つ
様
子
を
表
し
た
図
で
あ
る
。
張
載
の
「
心
者
統
性
情
」
を
表
し
た
も
の
だ
と
い
う
説
明
が
あ
る
。

〔図４〕一貫図（『道学関轄録』6b～ 7a）〔図５〕心図（『知新録』87a）
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⑥ 

性
善
図
（『
性
論
明
備
録
』
10
ｂ
（〔
図
６
〕

『
朱
子
語
類
』
巻
九
五
に
、
弟
子
の
正
淳
が
郭
氏
性
図
に
つ
い
て
朱
子

に
尋
ね
た
記
述
が
あ
る
。
こ
の
部
分
は
山
崎
闇
斎
『
性
論
明
備
録
』
に
も

引
か
れ
て
お
り
、
蘭
洲
の
発
言
が
見
え
る
の
は
そ
の
『
性
論
明
備
録
』
の

講
義
録
の
中
で
あ
る
。
１
と
２
が
朱
子
が
考
え
を
そ
の
ま
ま
図
示
し
た
も

の
で
あ
り
、
３
が
蘭
洲
が
改
良
を
加
え
た
図
で
あ
る
。
程
明
道
の
「
悪
亦

不
可
不
謂
之
性
（
悪
も
性
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
（」
を
図
示
す
る
場

合
に
、「
１
の
よ
う
に
善
と
悪
と
を
同
等
に
並
列
す
る
の
は
間
違
っ
て
い

る
、
悪
は
善
が
ひ
っ
く
り
返
っ
た
も
の
な
の
で
、
２
の
よ
う
に
字
も
ひ
っ

く
り
返
し
て
描
く
べ
き
だ
」
と
い
う
の
が
朱
子
の
考
え
で
あ
る（

４
（。

そ
れ
に
対
し
て
、
蘭
洲
は
、「
そ
れ
な
ら
悪
と
い
う
字
を
使
わ
ず
に
、
善
と
い

う
字
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
３
の
よ
う
に
描
く
べ
き
だ
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
蘭
洲
の
修
正
図
に
お
い
て
は
、「
悪
」
と
い
う
字
そ
の

も
の
が
消
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
善
を
中
心
に
考
え
悪
は
そ
の
変
態
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
（
悪
を
固
定
的
に
考
え
な
い
（
蘭
洲
の
考
え
を
反
映
し

て
い
る
点
、
重
要
で
あ
る（

５
（。

二
、「
太
極
図
説
」
に
対
す
る
評
価

本
章
で
は
、「
太
極
図
説
」
に
対
す
る
蘭
洲
の
理
解
を
紹
介
し
た
い
。
蘭
洲
は
、「
太
極
図
説
」
を
高
く
評
価
し
つ
つ
も
、
修
正
も
必
要
だ
と
考

え
て
い
た
。

〔図６〕性善図（『性論明備録』10b）

１２３
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①
「
太
極
図
説
」
の
目
的
・
由
来

蘭
洲
は
「
太
極
図
説
」
が
作
ら
れ
た
目
的
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

太
極
図
説
何
為
而
作
也
。
蓋
周
子
欲
使
人
之
為
善
也
。
即
知
非
出
造
作
、
又
非
出
聖
人
矯
揉
、
皆
所
奉
天
命
而
行
、
不
可
已
之
道
、
所
以
敷

演
『
中
庸
』
所
謂
天
命
之
性
也
。
非
区
々
一
心
之
工
夫
矣
。
不
知
者
徒
視
図
為
弄
具
、
不
知
切
諸
身
。
程
子
曰
、
聖
人
之
道
本
於
天
、
是

也
。（『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
上
巻
（（
ｂ
－
（（
ａ（

６
（（

「
太
極
図
説
」
が
作
ら
れ
た
の
は
、
人
々
に
善
を
行
わ
せ
る
た
め
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
道
徳
は
、
聖
人
が
考
え
出
し
た
人
為
的
な
も
の
で
は

な
く
、
自
然
法
則
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
わ
か
っ
て
い
な
い
と
形
式
的
に
行
う
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
周
敦

頤
は
こ
の
よ
う
な
図
説
を
作
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
中
庸
』
に
言
う
「
天
命
之
性
」
を
敷
衍
し
た
も
の
だ
と
言
う
。「
太
極
図
」
は

と
も
す
れ
ば
、
抽
象
的
、
神
秘
的
な
図
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
蘭
洲
は
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
太
極
図
」
は
、
そ
の
神
秘
的
表
現
の
た
め
、
道
家
に
由
来
す
る
と
も
言
わ
れ
る
が
、
蘭
洲
は
そ
れ
も
否
定
し
て
い
る
。
蘭
洲
は
以
下
の
よ
う

に
言
う
。

太
極
ノ
図
ハ
宋
ノ
始
ノ
陳
摶
ノ
輩
道
家
ニ
用
ヒ
タ
リ
。
ソ
レ
ヲ
周
子
道
ノ
上
ヘ
用
ヒ
テ
図
説
ヲ
ツ
ク
ル
ト
イ
ヘ
リ
。
陳
摶
ハ
周
子
ノ
ト
キ
イ

マ
ダ
存
生
ノ
人
也
。
然
レ
バ
コ
ノ
太
極
ノ
図
ハ
唐
ノ
末
五
代
ノ
コ
ロ
ノ
道
ヲ
知
ル
人
ヒ
ソ
カ
ニ
此
図
ヲ
ツ
ク
リ
タ
ル
モ
ノ
也
。
然
ル
ヲ
陳
摶

ノ
輩
道
家
ノ
事
ニ
仮
リ
用
ル
ハ
八
卦
ハ
伏
羲
ノ
作
レ
ヲ
占
方
ヲ
シ
テ
失
セ
モ
ノ
ナ
ド
ヲ
占
フ
人
ノ
用
ル
ヤ
ウ
ナ
ル
モ
ノ
也
。（『
雑
纂（

７
（』

下
巻

（0
ｂ
－
（
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周
敦
頤
が
使
っ
た
「
太
極
図
」
は
直
接
に
は
道
家
の
陳
摶
ら
が
用
い
て
い
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
も
と
も
と
道
を
悟
っ
た
儒
者
が
作
っ
た
も
の

だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
儒
家
→
道
家
→
儒
家
と
流
伝
し
た
も
の
な
の
で
も
と
も
と
儒
家
の
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

②
「
太
極
図
」
に
対
す
る
疑
義

た
だ
、
蘭
洲
は
今
の
「
太
極
図
」
に
は
誤
り
も
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
上
記
引
用
部
分
に
続
け
て
蘭
洲
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

今
、
印
本
ノ
陽
動
陰
静
ノ
図
ハ
伝
写
ノ
誤
リ
ア
リ
。
今
ノ
陽
動
陰
静
ノ
図
ノ
中
ノ
白
圏
ヲ
太
極
ト
ス
レ
バ
陰
陽
ヨ
リ
太
極
生
ズ
ル
ヤ
ウ
也
。

今
ノ
陰
静
陽
動
図
ノ
外
マ
ハ
リ
ニ
圏
図
ア
ル
ベ
シ
。
其
中
ヘ
陽
動
陰
静
ノ
図
ヲ
カ
キ
入
レ
タ
ル
也
。
外
ノ
圏
図
ハ
太
極
也
。
カ
ヤ
ウ
ニ
図
ス

レ
バ
、
太
極
陰
陽
ヲ
生
ズ
ル
意
見
ユ
ル
。（『
雑
纂
』
下
巻
（0
ｂ
－
（

つ
ま
り
、
今
の
「
太
極
図
」
の
上
か
ら
二
つ
目
の
「
陽
動
陰
静
」
の
部
分
は
、
真
中
の
小
さ
な
白
丸
が
太
極
だ
と
す
る
と
、
陰
陽
か
ら
太
極
が

生
じ
る
よ
う
に
見
え
る
。
本
当
は
、
太
極
か
ら
陰
陽
を
生
じ
る
の
で
、
太
極
を
表
す
円
は
中
で
は
な
く
外
周
り
に
あ
る
べ
き
だ
と
言
う
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
蘭
洲
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

又
、
今
ノ
図
ノ
如
ク
陽
動
陰
静
ノ
継
目
フ
ト
ク
截
然
ト
分
ル
ヤ
ウ
ニ
図
ス
ル
事
ニ
非
ズ
。
動
テ
陽
、
静
ニ
シ
テ
陰
ト
ナ
ル
事
、
イ
ツ
動
静
ス

ル
ト
モ
分
レ
ヌ
モ
ノ
也
。
故
ニ
モ
ト
ハ
陽
動
陰
静
ノ
継
目
ノ
処
ヲ
細
ク
図
シ
テ
、
イ
ツ
ノ
マ
ニ
ヤ
ラ
動
静
シ
テ
、
ハ
ッ
キ
リ
ト
動
静
分
レ
ヌ

ヤ
ウ
ノ
意
ヲ
示
シ
タ
ル
モ
ノ
也
。
…
明
ノ
章
潢
ガ
図
書
篇
ノ
中
ニ
古
ノ
陽
動
陰
静
ノ
図
ア
リ
。
此
図
持
軒
先
生
（
＊
蘭
洲
の
父
（
ノ
口
授
ス

ル
イ
ツ
動
静
ス
ル
ヤ
ラ
分
ラ
ヌ
ト
云
処
ノ
模
様
ヲ
図
ス
ル
ニ
ヨ
ク
カ
ナ
ヘ
リ
。
今
ノ
印
本
ノ
図
ニ
ハ
遥
ニ
マ
サ
レ
リ
ト
也
。（
同
上
（



日本漢文学研究 11

— 11（ —

今
の
「
陽
動
陰
静
」
の
部
分
は
、
陰
陽
の
継
ぎ
目
が
は
っ
き
り
と
分
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、
本
当
は
、
陰
陽
は
徐
々
に
い
つ
の
間
に
か
変
化
し

て
い
く
も
の
な
の
で
、
こ
の
よ
う
に
は
っ
き
り
し
た
継
ぎ
目
で
は
な
く
、
細
く
す
べ
き
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
蘭
洲
は
、
明
の
章
潢
の
『
図
書

篇
』
の
中
の
「
古
ノ
陽
動
陰
静
ノ
図
」
が
今
の
図
よ
り
優
れ
る
と
言
う
。『
図
書
篇
』
の
中
に
「
古
ノ
陽
動
陰
静
ノ
図
」
と
い
う
名
の
図
は
な
い

が
、
お
そ
ら
く
は
「
古
太
極
図
」（
現
在
も
道
教
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
白
黒
が
渦
巻
い
た
「
陰
陽
魚
太
極
図
」（
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
上
か
ら
三
つ
目
の
五
行
の
部
分
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

又
五
行
ノ
図
ノ
下
ノ
圏
図
モ
今
ノ
図
ノ
如
ク
小
ニ
図
シ
テ
ハ
太
極
ガ
別
ニ
ア
ル
ヤ
ウ
也
。
此
圏
図
ハ
ナ
キ
モ
ヨ
シ
。
モ
シ
圏
図
ヲ
書
ス
ナ
ラ

バ
、
大
ニ
図
ス
ル
ガ
ヨ
キ
ト
也
。
コ
レ
持
軒
先
生
ノ
口
授
也
。（
同
上
）

「
五
行
ノ
図
ノ
下
ノ
圏
図
」
と
は
五
行
の
部
分
の
小
円
で
あ
ろ
う
。
二

つ
目
の
部
分
同
様
、
こ
の
部
分
も
、
こ
の
よ
う
に
描
く
と
、
五
行
と
太
極

の
関
係
が
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
消
し
た
方
が
よ
い
。
た
だ
、
も
し
、
太

極
か
ら
五
行
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
表
す
た
め
に
は
、
太
極
を
表
す
円
は
小

さ
く
描
く
の
で
は
な
く
、
外
周
り
に
大
き
く
描
く
べ
き
だ
と
言
う
の
で
あ

る
。以

上
の
蘭
洲
の
考
え
を
反
映
し
、
二
つ
目
の
「
陽
動
陰
静
図
」
を
今
の

太
極
図
に
入
れ
替
え
（
そ
の
場
合
、
外
周
り
の
円
は
要
ら
な
い
も
の
と
考

え
る
（、
三
つ
目
の
「
五
行
図
」
か
ら
下
の
白
丸
を
取
れ
ば
、
お
お
よ
そ

〔
図
８
〕
の
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〔図７〕「太極図」〔図８〕�「蘭洲の考えた太極
図」（湯城推測）
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三
、「
天
人
事
物
一
貫
之
図
」
と
「『
中
庸
』
天
命
性
図
」

一
章
、
二
章
で
は
、
蘭
洲
が
図
解
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
章
で
は
、
蘭
洲
に
と
っ
て
最
も
重
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

「
天
人
事
物
一
貫
之
図
」
と
「『
中
庸
』
天
命
性
図
」
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

① 「
天
人
事
物
一
貫
之
図
」

蘭
洲
が
「
天
人
事
物
一
貫
之
図
」
な
る
図
を
作
っ
て
い
た
こ
と
は
、『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
下
巻
に
記
述
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。「
太

極
図
説
」
に
つ
い
て
二
章
で
確
認
し
た
よ
う
な
内
容
を
述
べ
た
（
注
６
の
箇
所
（
後
に
、
蘭
洲
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

欲
知
本
天
、
幸
此
図
（
＊
「
太
極
図
」（
有
存
焉
。
…
今
世
頼
有
講
程
朱
学
者
、
唯
争
章
句
之
末
・
議
論
之
間
、
惜
矣
哉
。
余
頃
作
天
人
事

物
一
貫
之
図
以
示
従
遊
者
、
庶
幾
有
羽
翼
乎
此
図
、
亦
懼
識
者
有
不
自
揣
之
訾
爾
。（『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
下
巻
２
ｂ
－
（

こ
こ
で
は
、
人
間
の
道
徳
が
天
に
由
来
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
幸
い
「
太
極
図
」
が
残
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
た
後
で
、「
天

人
事
物
一
貫
之
図
」
な
る
図
を
作
っ
て
い
た
こ
と
と
、
そ
れ
は
「
太
極
図
」
の
補
助
と
し
て
、
議
論
だ
け
の
学
者
で
は
な
く
心
か
ら
納
得
し
て
道

徳
実
践
で
き
る
人
物
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
記
述
か
ら
、
こ
の
図
に
対
す
る
蘭
洲
の
重
視
と
自
負
が
伺
え
よ
う
。
た
だ
、
こ
の
図
に
つ
い
て
は
『
雑
纂
』
下
巻
の
中
に
断
片
的
記
述

が
残
る
に
過
ぎ
な
い
。

孟
子
性
善
ト
云
ハ
天
人
事
物
一
貫
之
図
ノ
天
（
割
注
：
陽
陰
（
─
道
─
善
─
人
性
ト
人
性
ノ
上
ニ
ア
ル
善
也
。
コ
レ
ス
ナ
ハ
チ
繋
辞
ニ
成
性



日本漢文学研究 11

— 11（ —

ノ
上
ニ
ア
ル
継
善
ノ
善
也
。（『
雑
纂
』
下
巻
（（
ａ
（

＊
『
易
経
』
繋
辞
伝
に
は
「
一
陰
一
陽
之
謂
道
。
継
之
者
善
也
。
成
之
者
性
也
」
と
見
え
る
。

ま
た
、
こ
の
部
分
に
関
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
も
見
え
る
。

天
人
事
物
一
貫
之
図
ニ
道
ノ
ワ
キ
ニ
不
対
徳
ト
ア
ル
ハ
、
徳
ト
イ
ヘ
バ
ハ
ヤ
人
事
ニ
ワ
カ
ル
、
此
道
ノ
字
一
陰
一
陽
之
謂
道
ノ
道
ノ
字
ニ

テ
、
継
善
成
性
ノ
前
ナ
レ
バ
…
（『
雑
纂
』
下
巻
（（
ａ
（

こ
の
二
つ
の
記
述
を
総
合
す
る
と
、
こ
の
図
の
一
部
は

　
　

 

陽　
　
　
不
対
徳

　

天　
　

─　

道　

─　

善　

─　

人
性

　
　

 

陰

と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

８
（。

そ
の
他
、
天
人
事
物
一
貫
之
図
の
様
子
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
記
述
と
し
て
以
下
の
箇
所
が
挙
げ
ら
れ
る
。

先
生
天
人
事
物
一
貫
之
図
ニ
仁
ノ
筋
ノ
処
ニ
愛
孝
温
和
慈
恵
之
属
ト
云
、
義
ノ
筋
ノ
処
ニ
敬
忠
廉
潔
果
敢
之
属
ト
云
テ
、
仁
義
ノ
下
ニ
バ
カ

リ
カ
ヤ
ウ
ノ
辞
ヲ
加
ヘ
ル
ハ
繋
辞
ノ
意
ヲ
含
テ
ノ
意
也
。
愛
孝
ハ
親
ニ
愛
ヲ
ス
レ
バ
孝
ト
ナ
リ
、
敬
忠
ハ
君
ヲ
敬
ス
レ
バ
忠
ト
ナ
ル
ヲ
云
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也
。〔
割
注
〕
此
図
天
人
事
物
一
貫
之
図
不
改
前
ノ
図
ニ
ツ
キ
テ
云
説
也
。（『
雑
纂
』
下
巻
（（
ａ
－
（（
ｂ
（

こ
こ
を
見
る
と
、
蘭
洲
は
『
易
経
』
な
ど
を
参
考
に
こ
の
図
を
作
り
、
そ
の
一
部
分
は

仁
─
愛
孝
温
和
慈
恵
之
属

義
─
敬
忠
廉
潔
果
敢
之
属

と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
改
正
前
の
図
だ
と
い
う
注
記
が
あ
り
、
改
訂
を
加
え
て
い
た
こ
と
も
窺
え
る
。
ま
た
、
以
下

の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

天
人
事
物
一
貫
之
図
ニ
情
ノ
処
ニ
感
而
動
ト
云
、
意
ノ
処
ニ
感
而
応
ト
云
テ
、
動
ト
応
ト
ニ
テ
分
タ
リ
。
感
而
動
ハ
俗
ニ
マ
ニ
ハ
ツ
ト
イ
レ

ヌ
ト
云
如
ク
、
少
シ
モ
ユ
ト
リ
ナ
ク
性
ヨ
リ
直
ニ
発
ス
ヲ
云
。
故
ニ
情
ニ
ツ
ク
ル
也
。
感
而
応
ハ
少
シ
ユ
ト
リ
ア
リ
テ
差
別
ア
ル
也
。
譬
バ

貴
人
呼
ベ
バ
答
フ
レ
ド
モ
ア
イ
ト
云
。
目
下
ノ
人
呼
ベ
バ
直
ニ
答
フ
ト
イ
ヘ
ド
モ
ヲ
ウ
ト
云
類
ナ
リ
。
故
ニ
意
ニ
ツ
ク
ル
也
。
コ
コ
ヲ
以
テ

情
ト
意
ト
ノ
別
ヲ
知
ル
ベ
シ
。（『
雑
纂
』
下
巻
（（
ａ
－
ｂ
（

＊
「
マ
ニ
ハ
ツ
ト
イ
レ
ヌ
」
は
「
間
髪
入
れ
ず
」。

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、「
天
人
事
物
一
貫
之
図
」
に
は
以
下
の
よ
う
な
部
分
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

情
─
感
而
動
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意
─
感
而
応

以
上
の
よ
う
な
断
片
的
記
述
と
再
現
可
能
な
部
分
お
よ
び
図
の
名
称
か
ら
推
測
で
き
る
の
は
、
こ
の
図
が
、
人
間
の
道
徳
は
天
地
の
自
然
の
摂

理
の
一
部
を
為
す
（
そ
こ
に
由
来
す
る
（
絶
対
的
真
理
で
あ
り
、
ま
た
、
事
物
に
つ
い
て
も
そ
の
対
応
関
係
を
指
摘
で
き
る
こ
と
を
表
し
た
も
の

だ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。
蘭
洲
は
、『
易
経
』
繋
辞
伝
な
ど
を
参
考
に
こ
の
図
を
作
り
、
教
学
上
非
常
に
重
視
し
て
い
た
。
こ
の
図
の
全

体
像
が
明
ら
か
に
で
き
な
い
の
は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。② 「『

中
庸
』
天
命
性
図
」

次
に
、
本
稿
の
中
心
で
あ
る
「『
中
庸
』
天
命
性
図
」
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
こ
の
図

は
、『
蘭
洲
先
生
中
庸
天
命
性
図
解
』
と
い
う
著
作
に
実
に
詳
細
に
そ
の
様
子
が
述
べ
ら

れ
て
お
り
、
復
元
が
可
能
で
あ
る
。
四
葉
ほ
ど
の
短
い
文
章
で
、
こ
の
文
章
と
対
照
し
な

け
れ
ば
、
筆
者
の
図
の
復
元
の
当
否
も
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
附
録
に
全
文

を
挙
げ
る
。

こ
の
記
述
に
基
づ
き
、
筆
者
が
復
元
し
た
図
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る（

９
（〔
図
10
〕。

＊
右
下
部
の
「（
聖
人
（（
常
人
（」
は
湯
城
に
よ
る
補
足
。

〔図９〕�『蘭洲先生中庸天命性図解』
冒頭
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こ
の
図
は
、
上
か
ら
下
に
、
天
か
ら
賦
与
さ
れ
た
道
徳
が
人
に
実
践
さ
れ
る
過
程
を
表
し
て
い
る
。

図
の
右
に
大
き
な
字
で
書
か
れ
て
い
る
「
天
」「
命
」「
性
」「
道
」「
教
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、『
中
庸
』
冒
頭
の
「
天
命
之
謂
性
、
率
性

之
謂
道
、
修
道
之
謂
教
」
を
表
し
て
い
る
。

図
の
左
の
文
言
は
、
関
係
す
る
経
書
の
文
言
が
、「
天
」「
命
」「
性
」「
道
」「
教
」
の
ど
の
範
疇
に
属
す
る
か
わ
か
る
よ
う
に
区
切
っ
て
書
か

れ
て
い
る
。
右
か
ら
、「
乾
元
…
」
は
『
易
経
』
乾
卦
彖
伝
、「
一
陰
一
陽
…
」
は
『
易
経
』
繋
辞
上
伝
、「
人
生
静
以
上
…
」
は
『
礼
記
』
楽
記

篇
（
朱
子
学
で
よ
く
引
用
さ
れ
る
（、「
天
自
降
生
民
…
」
は
朱
子
『
大
学
章
句
』
序
の
引
用
（
見
や
す
く
す
る
た
め
句
読
点
を
補
っ
た
（
で
あ
る

（
句
読
点
は
湯
城
に
よ
る
（。

次
に
中
央
に
あ
る
図
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

〔図 10〕蘭洲先生『中庸』天命性図（湯城復元）
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ま
ず
、
図
の
上
半
分
「
天
」「
命
」「
性
」
の
部
分
は
、
天
徳
で
あ
る
「
元
」「
亨
」「
利
」「
貞
」
が
人
に
賦
与
さ
れ
る
様
子
を
表
し
て
い
る
。

○
と
い
う
図
形
は
渾
然
一
体
と
な
っ
て
い
る
様
を
表
し
（
附
録
注
３
参
照
（、「
元
亨
利
貞
」
の
○
と
「
仁
義
礼
智
」
の
○
を
結
ぶ
縦
棒
は
、
人
の

性
が
天
か
ら
稟
け
て
天
と
一
致
す
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。「
元
亨
利
貞
」
は
、『
中
庸
』
で
は
な
く
『
易
経
』
乾
卦
卦
辞
に
見
え
、
朱
子
学
で
は

こ
れ
を
天
徳
と
す
る
。
蘭
洲
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
元
」
は
万
物
を
生
む
春
の
徳
（
人
で
は
「
仁
」（、「
亨
」
は
万
物
を
成
長
さ
せ
る
夏
の
徳
（
人

で
は
礼
（、「
利
」
は
実
り
を
生
む
秋
の
徳
（
人
で
は
義
（、「
貞
」
は
来
年
の
準
備
を
す
る
冬
の
徳
（
人
で
は
智
（
で
あ
る
（
附
録
注
４
参
照
（。

な
お
、
最
上
部
の
「
万
物
一
源
」「
聖
凡
一
致
」
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
経
書
で
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
宋
学
で
は
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る

こ
と
ば
で
あ
っ
た
（
附
録
注
１
、
２
参
照
（。

続
い
て
、
図
の
下
半
分
「
道
」「
教
」
の
部
分
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
こ
の
部
分
は
、
天
か
ら
「
仁
義
礼
智
」
の
徳
を
授
か
っ
た
人
が
い
か
に

そ
れ
を
実
践
す
る
か
を
描
い
て
い
る
。「
道
」
の
○
に
は
「
仁
義
礼
智
」
の
徳
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
行
い
と
な
る
か
が
書
か
れ
て
い
る
。

さ
て
、
聖
人
は
こ
の
「
道
」
だ
け
で
済
む
の
だ
が
、
凡
人
は
人
欲
が
あ
る
た
め
に
、「
教
」
を
用
い
ざ
る
を
得
な
い
（
図
に
書
い
て
い
る
「（
聖

人
（（
常
人
（」
は
、
こ
の
聖
凡
の
分
か
れ
目
を
示
す
た
め
の
湯
城
に
よ
る
挿
入
で
あ
る
（。
た
だ
、
こ
の
「
教
」
を
全
う
す
れ
ば
道
に
返
る
こ
と

が
で
き
る
。「
道
」
の
○
（
楕
円
（
と
「
教
」
の
○
（
楕
円
（
が
重
な
り
合
う
よ
う
合
同
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
左
右
の
弧

は
そ
の
反
復
一
致
す
る
様
子
を
表
し
て
い
る
（
台
湾
・
明
道
大
学
の
黒
田
秀
教
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
（。「
教
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
図
の
左
に

は
「
大
学
」「
小
学
」
だ
け
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
以
下
に
説
明
す
る
『
中
庸
首
章
解
』
で
は
、「
聖
賢
の
教
え
（
直
接
の
教
授
（」「
天
地
万
物
の

様
子
を
見
て
我
が
身
を
省
み
る
こ
と
（
自
省
（」「
書
物
や
伝
聞
で
古
人
の
嘉
言
善
行
を
知
り
そ
れ
に
習
う
こ
と
（
書
物
（」「
悪
い
例
を
見
て
自
己

反
省
す
る
（
反
面
教
師
（」「
人
主
が
礼
楽
刑
政
で
人
民
を
教
化
す
る
こ
と
（
人
民
教
化
（」
と
、
よ
り
多
角
的
に
述
べ
て
い
る
（『
中
庸
首
章
解
』

1（
ａ
（。

な
お
、
こ
の
下
半
分
で
は
、「
父
子
之
親
」
～
「
是
非
邪
正
」
と
い
う
文
句
が
繰
り
返
し
出
て
く
る
（『
蘭
洲
先
生
中
庸
天
命
性
図
解
』
の
説
明

で
も
同
様
で
あ
る
（。
あ
る
い
は
、
門
人
に
覚
え
さ
せ
る
た
め
に
繰
り
返
し
唱
え
さ
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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ま
た
、
こ
れ
だ
け
の
図
を
実
際
に
描
く
と
相
当
の
大
き
さ
（
高
さ
（
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
は
、
掛
け
軸
（
掛
け
図
（
に
し
て
、
門

人
に
見
せ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
こ
の
図
は
単
に
『
中
庸
』
の
説
明
を
す
る
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
他
の
経
書
も
取
り
込
ん
で
、
儒
教
の
教
え

（
道
徳
実
践
（
を
人
に
総
合
的
か
つ
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
蘭
洲
に
『
中
庸
首
章
解
』
と
い
う
著
作
が
あ
る
。
漢
文
を
解
し
な
い
庶
民
の
た
め
に
、
和
文
で
『
中
庸
』
首
章
を
解
説
し
た
も
の

で
、
丁
寧
に
ふ
り
が
な
、
読
点
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

一
般
に
『
中
庸
』
は
抽
象
的
で
初
学
者
向
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
序
で
も
言
う
（
が
、
蘭
洲
は
天
人
一
貫
の
理
─
す
な
わ
ち
、
道

徳
は
天
に
基
づ
く
自
然
法
則
と
も
言
う
べ
き
も
の
（
絶
対
的
な
も
の
（
で
あ
る
こ
と
─
を
悟
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
大
切
だ
と
考
え
て
い
た
。
そ
う

で
な
い
と
人
々
に
道
徳
を
行
う
根
拠
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
道
徳
を
行
っ
て
も
た
だ
表
面
的
に
行
う
だ
け
に
終
わ
る
と
考
え
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。『
中
庸
』
に
つ
い
て
は
、
懐
徳
堂
学
派
で
は
、
中
庸
錯
簡
説
が
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
学
術
的
観
点
以
外
に
、
教
学
的

観
点
か
ら
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
執
筆
意
図
に
お
い
て
、『
中
庸
首
章
解
』
は
「『
中
庸
』
天
命
性
図
」
と
通
じ
る

も
の
で
あ
り
、「『
中
庸
』
天
命
性
図
」
の
参
考
書
と
し
て
役
に
立
つ
。『
懐
徳
堂
研
究
』
七
号
（
大
阪
大
学
・
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一

六
年
（
に
翻
刻
を
発
表
す
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い（

（1
（

。

五
、
他
書
に
お
け
る
『
中
庸
』
関
係
図

本
章
で
は
、
他
書
に
見
え
る
『
中
庸
』
関
係
図
を
参
考
に
、
蘭
洲
の
「『
中
庸
』
天
命
性
図
」
の
特
徴
を
考
え
た
い
。

『
中
庸
』
は
系
統
的
に
論
述
さ
れ
て
い
る
（
少
な
く
と
も
朱
子
学
で
は
そ
う
考
え
て
い
る
（
た
め
、
本
来
、
図
示
し
や
す
い
。
加
え
て
、『
中
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庸
』
の
朱
子
学
に
お
け
る
重
要
性
、
そ
の
深
遠
さ
（
理
解
し
に
く
さ
（
を
考
え
れ
ば
、
蘭
洲
以
外
に
、『
中
庸
』
を
図
示
し
て
わ
か
り
や
す
く
し

よ
う
と
い
う
試
み
は
恐
ら
く
数
限
り
な
く
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
で
き
る
。
以
下
、
そ
の
よ
う
な
中
か
ら
、
筆
者
が
目
に
し
た
も
の
を
い

く
つ
か
紹
介
す
る
。

中
国
で
も
日
本
で
も
、
四
書
、
五
経
を
図
解
す
る
本
は
数
多
く
存
在
す

る
。
そ
の
中
、『
四
書
略
図
解
』（
大
原
武
清
『
四
書
引
蒙
略
図
解
』（
承

応
二
年
（
一
六
五
三
（（
と
い
う
本
の
中
に
「
中
庸
始
終
合
一
之
図
」
と

題
す
る
図
が
見
え
る
〔
図
11
〕。

ま
た
、
蘭
洲
の
図
よ
り
後
の
も
の
に
な
る
が
、
懐
徳
堂
の
中
井
履
軒
な

ど
と
も
交
流
の
あ
っ
た
尾
藤
二
洲
が
『
中
庸
』
に
関
係
す
る
い
く
つ
か
の

図
を
残
し
て
い
る（

（（
（

。
そ
の
う
ち
、『
中
庸
』
首
章
に
つ
い
て
は
、「
中
庸
首

章
図
解
」
が
あ
る
〔
図
12
〕。

以
上
の
二
図
は
、
い
ず
れ
も
『
中
庸
』
に
見
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
相
互

関
係
を
図
示
し
た
も
の
で
、
特
に
図
1（
は
、『
中
庸
』
首
章
の
「
天
」

「
命
」「
性
」
の
関
係
性
を
示
し
て
お
り
、
蘭
洲
の
図
と
類
似
を
指
摘
で
き

る
。
た
だ
、
両
者
は
い
ず
れ
も
用
語
の
関
係
を
示
す
だ
け
の
も
の
で
あ
る

の
に
対
し
、
蘭
洲
の
「『
中
庸
』
天
命
性
図
」
は
、
①
「
太
極
図
」
と
同

じ
く
生
成
の
過
程
も
図
示
す
る
点
（
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
線
や
円
も

〔図 11〕�中庸始終合一之図
（『四書略図解』）

〔図 12〕�尾藤二洲「中庸首章図解」（安永八年
（一七七九）、天明五年（一七八五）訂）
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そ
の
意
味
が
あ
る
（、
②
他
の
経
典
の
文
言
と
の
対
応
性
も
示
す
点
（
左

の
文
字
部
分
（
に
お
い
て
特
徴
が
あ
る
。
蘭
洲
の
図
は
よ
り
総
合
的
な
図

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
生
成
を
表
す
と
い
う
点
に
つ
い
て
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、『
玉

講
附
録
』
上
巻
に
見
え
る
「
元
亨
利
貞
図
」
が
挙
げ
ら
れ
る
〔
図
13
〕。

『
玉
山
講
義
』
は
朱
子
が
自
ら
の
思
想
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
後
世
、
朱
子
学
者
の
間
で
重
視
さ
れ
た
。
そ
の
『
玉
山
講
義
』
に

山
崎
闇
斎
が
『
朱
子
語
類
』
な
ど
か
ら
の
引
用
を
付
け
加
え
た
の
が
『
玉
講
附
録
』
で
あ
る
（
こ
の
図
の
部
分
も
『
朱
子
語
類
』
に
見
え
る
（。

そ
し
て
、
蘭
洲
の
講
義
録
の
中
に
『
玉
講
附
録
紀
聞
』
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
蘭
洲
が
『
玉
講
附
録
』
を
講
義
に
使
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
つ
ま
り
、
図
1（
を
蘭
洲
が
目
に
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

こ
の
「
元
亨
利
貞
図
」
は
、『
朱
子
語
類
』
巻
九
四
「
周
子
之
書
」「
太
極
図
」
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、「
太
極
図
」
に
元
亨
利
貞
を
当
て
は
め

る
と
よ
く
わ
か
る
と
い
う
の
が
趣
旨
で
あ
る
。
こ
の
図
は
、「
太
極
図
」
の
上
部
に
対
応
す
る
も
の
な
の
で
当
然
、
生
成
過
程
を
示
す
図
で
あ

り
、
さ
ら
に
「
元
亨
利
貞
」
の
天
徳
を
最
上
部
に
置
く
点
に
お
い
て
も
蘭
洲
の
図
と
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
特
に
、『
中
庸
』
首
章
に
は
見
え

な
い
「
元
亨
利
貞
」
が
見
え
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
元
亨
利
貞
」
が
天
徳
だ
と
い
う
の
は
『
易
経
』
に
基
づ
き
朱
子

学
に
一
般
的
な
理
解
で
あ
る
が
、
こ
の
両
図
に
お
け
る
一
致
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
蘭
洲
の
「『
中
庸
』
天
命
性
図
」
は
、『
玉
講
附
録
』「
元
亨
利
貞
図
」
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

〔図 13〕�元亨利貞図（『玉
講附録』上巻）
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お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、
蘭
洲
の
教
学
上
の
特
徴
と
し
て
図
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
中
で
も
特
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
「『
中

庸
』
天
命
性
図
」
の
復
元
を
試
み
、
そ
の
特
徴
の
分
析
を
試
み
た
。

同
図
の
最
大
の
目
的
は
、
人
間
の
道
徳
が
天
に
由
来
す
る
自
然
の
摂
理
で
あ
る
こ
と
を
人
々
に
わ
か
ら
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
同
図
は
単
に
『
中

庸
』
の
文
句
を
図
解
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、「
太
極
図
」
と
同
様
、
天
人
合
一
の
過
程
を
生
成
論
的
に
図
示
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
ま

た
、
経
書
に
見
え
る
記
述
を
附
記
し
そ
の
対
応
関
係
も
示
し
て
お
り
、
儒
教
の
教
義
を
集
約
し
て
人
々
に
わ
か
り
や
す
く
示
し
た
も
の
で
あ
る
と

言
え
る
。

ま
た
、
関
連
す
る
著
作
と
し
て
『
中
庸
首
章
解
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
に
抽
象
的
で
難
易
度
が
高
い
と
さ
れ
る
『
中
庸
』
の
内
容
を
、
漢
文

を
解
し
な
い
人
々
に
わ
か
り
や
す
く
和
文
で
解
説
し
た
書
で
あ
る
。

懐
徳
堂
学
派
の
『
中
庸
』
研
究
に
つ
い
て
は
、「
誠
」
が
唐
突
に
一
度
だ
け
出
て
く
る
第
十
六
章
を
第
二
十
四
章
の
後
に
置
く
べ
き
だ
と
す
る

中
庸
錯
簡
説
が
有
名
で
あ
る
。
た
だ
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
教
学
の
面
か
ら
も
重
視
さ
れ
て
い
た
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

【
注
】

（
１
（『
胆
大
小
心
録
』
二
六
「
段
々
世
が
か
わ
っ
て
、
五
井
先
生
と
い
ふ
が
よ
い
儒
者
じ
ゃ
あ
っ
て
、
今
の
竹
山
、
履
軒
は
、
こ
の
し
た
て
の
禿
じ
ゃ
。」（『
上
田
秋

成
全
集
』
第
九
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
、
一
四
七
頁
。（

（
２
（『
蘭
洲
遺
稿
』
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
三
本
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』（0（1/（（0

（
を
使
う
（
丁
数
は
同
本
に
よ
る
（。

（
３
（
拙
稿
「
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
懐
徳
堂
関
係
資
料
目
録
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
三
七
号
、
大
阪
大
学
中
国
学
会
、
二
〇
〇
五
年
（
参
照
。
以
下
、
本
稿

で
扱
う
『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』『
雑
纂
』『
中
庸
天
命
性
図
解
』『
中
庸
首
章
解
』『
百
一
録
』『
鉤
深
録
』『
道
学
関
轄
録
』『
知
新
録
』『
性
論
明
備
録
』『
感
興
詩
講

義
』『
中
庸
輯
略
講
義
』『
易
四
伝
講
義
』『
感
興
詩
講
義
』『
大
学
講
義
』
な
ど
は
い
ず
れ
も
〔
五
井
蘭
洲
講
義
筆
記
六
十
五
種
〕
の
一
つ
。
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（
４
（
原
文
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

１
「
性
善
字
且
做
在
上
、
其
下
不
当
同
以
善
悪
対
出
于
下
。」

２
「
不
得
已
時
、
善
字
下
再
写
一
善
、
却
傍
出
一
悪
字
倒
著
、
以
見
悪
只
是
反
於
善
。」

（
５
（
そ
の
他
、
蘭
洲
の
講
義
録
に
見
え
る
図
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
（
図
の
名
称
は
仮
に
湯
城
が
つ
け
た
も
の
、
数
字
は
丁
数
、
a
は
表
、
b
は
裏
（。

・
己
欲
立
而
立
人
己
欲
達
而
達
人
図
（『
鉤
深
録
』
７
ｂ
～
８
ａ
（

・
動
心
図
（『
鉤
深
録
』
1（
ｂ
（

・
仁
義
礼
智
図
（『
鉤
深
録
』
（（
ｂ
（

・
舜
蹠
之
分
図
（『
鉤
深
録
』
（0
ａ
尽
心
上
篇
（

・
易
理
数
図
（『
鉤
深
録
』
（（
ａ
（

・
感
興
詩
首
尾
図
（『
感
興
詩
講
義
』
（（
ａ
（

・
穀
種
図
（『
百
一
録
』
1（
ｂ
（

・
統
体
大
極
図
（『
知
新
録
』
（（
ｂ
（

・
愛
之
理
図
（『
知
新
録
』
（（
ａ
（

・
未
発
已
発
中
図
（『
中
庸
輯
略
講
義
』
上
（（
ａ
ｂ
（

・
継
善
成
性
図
（『
易
四
伝
講
義
』
1（
ａ
（

・
感
興
詩
講
義
末
尾
図
（『
感
興
詩
講
義
』
末
尾
（

・
大
学
首
尾
図
（『
大
学
講
義
』
100
ａ
（

（
６
（
そ
の
他
、
以
下
の
箇
所
で
も
同
様
の
内
容
を
述
べ
る
。

　
　
「
太
極
図
説
…
蓋
性
与
天
道
之
奥
不
可
挙
舌
明
之
也
、
権
図
以
示
之
。
…
夫
学
不
知
本
天
、
則
仁
義
忠
孝
皆
為
格
套
、
心
術
良
智
皆
為
煮
空
鐺
、
与
義
外
善
偽
之

説
同
致
。
苟
知
本
天
、
則
知
仁
義
忠
孝
人
之
所
以
為
人
之
道
不
容
已
矣
、
心
術
良
智
皆
為
率
性
。
程
子
明
観
之
、
乃
言
異
端
本
於
心
、
我
道
本
於
天
、
豈
不
然

乎
。
欲
知
本
天
、
幸
此
図
有
存
焉
。
…
今
世
頼
有
講
程
朱
学
者
、
唯
争
章
句
之
末
・
議
論
之
間
、
惜
矣
哉
。」（『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
下
巻
２
ｂ
－
（

（
７
（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
は
、
二
種
類
の
蘭
洲
著
『
雑
纂
』
が
あ
る
（
分
類
番
号0（1/（（（

お
よ
び0（1/（（（

（。
本
稿
で
引
用
す
る
の
は
す
べ
て
前
者

（0（1/（（（

（
で
あ
る
（
後
者0（1/（（（

は
日
本
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
を
集
め
る
（。

（
８
（
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
以
下
の
説
明
が
あ
る
。

　
　
「
天
人
事
物
一
貫
之
図
ノ
道
ト
云
ハ
繋
辞
ニ
一
陰
一
陽
之
謂
道
ト
ア
ル
ユ
ヘ
道
ノ
字
出
ル
マ
デ
ニ
テ
、
此
道
一
陰
一
陽
之
謂
道
ノ
道
ナ
レ
バ
天
ニ
ツ
キ
タ
ル
道
ニ

テ
人
ノ
上
ヘ
ハ
カ
カ
ラ
ズ
。
然
レ
バ
人
ノ
上
ニ
カ
カ
ル
根
本
ハ
一
貫
之
図
ノ
道
ノ
下
ニ
ア
ル
善
也
。
コ
ノ
善
ヨ
リ
万
ヲ
推
出
来
ル
也
。
繋
辞
ノ
意
モ
コ
ノ
ト
ホ
リ

ノ
意
也
。」（『
雑
纂
』
下
巻
（（
ａ
（

（
９
（
筆
者
が
ど
う
復
元
す
る
か
迷
っ
た
部
分
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
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①
「
元
亨
利
貞
」「
仁
義
礼
智
」
な
ど
は
左
右
逆
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
左
右
ど
ち
ら
で
も
意
味
上
問
題
な
い
と
判
断
し
、
今
の
我
々
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う

に
左
か
ら
右
に
読
め
る
よ
う
に
し
た
。

　
　

②
「
命
」
の
小
円
は
元
亨
利
貞
そ
れ
ぞ
れ
四
つ
に
分
け
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
原
文
を
見
る
と
二
つ
描
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
元
亨
利
貞
を
書
き
入
れ
る
と
い
う

ふ
う
に
も
取
れ
る
か
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
五
章
に
紹
介
す
る
『
玉
山
講
義
』
に
見
え
る
「
元
亨
利
貞
図
」
も
参
考
に
図
の
よ
う
に
表
し
た
。

　
　

③ 
末
尾
部
分
「
気
質
清
明　

修
道
之
謂
教
」
が
右
か
（
天
命
性
道
教
は
『
中
庸
』
の
文
句
に
従
う
も
の
（
左
か
も
記
述
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
（
他
の
コ
メ
ン
ト

は
左
、「
大
学
・
小
学
」
の
横
に
あ
る
方
が
い
い
か
（。

　
　

④
「
道
」
の
円
と
「
教
」
の
円
を
「
反
復
一
致
セ
ル
」
よ
う
に
描
く
方
法
。

（
10
（
以
下
、『
中
庸
首
章
解
』
の
序
と
跋
か
ら
重
要
な
箇
所
だ
け
挙
げ
る
。（（　

（
内
は
振
り
仮
名
を
適
宜
採
用
し
た
。（

　
　

序

　
　
「
そ
れ
道
は
二
端
（
ふ
た
つ
（
な
し
。
孝
弟
忠
信
、
礼
楽
射
御
の
た
ぐ
ひ
、
皆
こ
れ
道
の
本
源
よ
り
出
づ
。
こ
れ
を
人
事
（
わ
ざ
ご
と
（
な
り
と
蔑
視
（
か
ろ
ん

じ
（
し
、
別
に
心
法
あ
り
な
ど
思
ふ
は
、
道
の
一
貫
な
る
を
し
ら
ざ
る
な
り
。
道
の
本
源
は
天
に
あ
り
。
人
の
本
源
は
性
に
あ
り
。
…
『
中
庸
』
一
篇
は
、
た
だ

是
性
命
一
貫
の
旨
を
説
述
ら
れ
た
り
。
…
あ
る
人
い
ふ
、
此
『
中
庸
』
の
書
は
、
性
命
の
理
（
こ
と
は
り
（
を
説
た
れ
ば
、
初
学
の
し
る
所
に
あ
ら
ず
。
こ
れ
を

論
ず
る
は
、
等
（
し
な
（
を
こ
ゆ
る
と
て
、
先
儒
の
い
ま
し
む
る
所
な
り
。
た
だ
小
学
よ
り
入
べ
し
。
こ
れ
一
往
は
こ
と
わ
り
な
れ
ど
、
時
を
し
ら
ぬ
な
り
。
…

然
れ
ば
、『
中
庸
』
の
書
を
見
て
、
大
や
う
天
道
性
命
と
い
ふ
こ
と
を
見
聞
し
、
人
道
の
本
は
こ
こ
に
あ
り
、
か
の
朦
朧
恍
惚
た
る
こ
と
に
あ
ら
ず
、
目
に
ふ
る

る
物
、
皆
実
理
な
り
と
い
ふ
事
を
し
ら
せ
置
べ
し
。
…
た
と
へ
ば
、
弓
を
射
る
も
の
、
容
貌
（
か
た
ち
（
射
方
（
ゐ
か
た
（
の
礼
法
に
か
な
ふ
べ
き
は
本
よ
り
の

こ
と
に
て
、
的
の
あ
り
所
を
し
ら
ざ
れ
ば
、
目
を
つ
く
る
所
な
き
が
如
し
。
初
学
者
に
、
先
性
命
の
理
の
的
を
、
一
目
見
せ
を
く
べ
し
。
然
ら
ば
、
他
岐
旁
経

（（
左
（
わ
き
み
ち
（
の
ま
よ
ひ
な
く
、
人
倫
の
道
に
純
一
（
も
っ
ぱ
ら
（
な
る
べ
し
。
…
」

　
　

跋

　
　
「
つ
ら
つ
ら
お
も
ふ
に
、
天
地
よ
り
始
め
、
人
畜
、
草
木
、
沙
礫
に
至
り
、
其
体
た
ち
て
、
其
用
行
は
る
、
道
の
発
見
（
は
つ
げ
ん
（
に
あ
ら
ざ
る
は
な
く
、
性

の
固
有
に
あ
ら
ざ
る
は
な
し
。
も
し
、
か
れ
を
い
と
ひ
こ
れ
を
と
る
は
、
た
だ
一
己
一
心
（
ひ
と
り
の
こ
こ
ろ
（
の
上
よ
り
見
て
、
天
と
性
と
に
本
づ
か
ぬ
に
よ

れ
り
。
世
に
道
を
学
ぶ
人
お
ほ
け
れ
ど
、
た
だ
冊
子
上
（
し
ょ
も
つ
の
う
へ
（
の
論
な
り
。
こ
れ
を
を
の
れ
が
性
に
か
へ
り
見
こ
ご
む
る
人
ま
れ
な
り
。
又
、
世

の
人
、
聖
人
の
教
あ
り
と
お
も
へ
る
の
み
に
て
、
人
は
万
物
に
す
ぐ
れ
て
、
貴
き
も
の
を
あ
た
え
置
給
ふ
を
し
ら
ず
。
そ
れ
一
家
の
主
人
た
る
者
、
其
家
に
祖
宗

（
せ
ん
ぞ
（
よ
り
持
伝
へ
、
又
は
父
母
の
手
な
れ
給
ひ
し
器
物
財
宝
は
、
一
々
に
よ
く
覚
え
、
や
ぶ
ら
じ
、
そ
こ
な
は
じ
、
失
は
じ
と
す
。
今
、
学
者
と
し
て
、

天
の
あ
た
ふ
る
所
に
て
父
母
の
と
り
つ
ぎ
た
る
こ
の
我
性
命
は
い
か
な
る
も
の
と
い
ふ
を
し
ら
ず
、
只
、
口
に
詩
書
礼
楽
の
み
を
と
く
は
、
知
者
と
い
ひ
が
た
し
。」

（
11
（
尾
藤
二
洲
（
一
七
四
七
～
一
八
一
三
（。
残
し
て
い
る
図
の
名
称
は
、「
中
庸
首
章
図
解
」「
中
庸
知
仁
勇
図
解
」「
中
庸
章
図
」「
中
庸
廿
七
章
大
小
相
資
首
尾
相

応
図
」（『
中
庸
首
章
発
蒙
図
解
』・『
与
楽
園
叢
書
』
巻
一
所
収
（。
頼
惟
勤
「
尾
藤
二
洲
に
つ
い
て
」（『
徂
徠
学
派
』（
岩
波
書
店
〈
日
本
思
想
大
系
三
七
〉、
一

九
七
二
年
（
所
収
、
五
四
一
頁
（
に
よ
れ
ば
、
古
賀
精
里
と
共
同
討
議
の
上
完
成
し
た
と
い
う
。

　
　

な
お
、
江
戸
時
代
の
儒
者
で
は
、
中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八
～
一
六
四
八
（
と
三
浦
梅
園
（
一
七
二
三
～
一
七
八
九
（
も
多
く
の
図
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
朝
鮮



五井蘭洲「『中庸』天命性図」について

— 1（（ —

朱
子
学
で
も
、
有
名
な
李
退
渓
の
「
聖
学
十
図
」「
天
命
旧
図
」「
天
命
新
図
」
の
他
、
金
謹
行
『
中
庸
箚
疑
』、
白
鳳
来
『
中
庸
通
理
』、
金
相
進
『
中
庸
経
義
・

中
庸
鬼
神
章
箚
録
』、
朴
箕
寧
『
中
庸
図
説
』
な
ど
に
『
中
庸
』
の
図
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
と
蘭
洲
の
図
の
比
較
は
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

（
1（
（
中
村
春
作
「
懐
徳
堂
学
派
の
中
庸
論
」（
市
來
津
由
彦
、
中
村
春
作
、
田
尻
祐
一
郎
、
前
田
勉
編
『
江
戸
時
代
の
中
庸
注
釈
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
（
所

収
（
で
も
、
蘭
洲
の
『
中
庸
天
命
性
図
解
』
や
『
中
庸
首
章
解
』
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。

〔
附
録
〕

『
蘭
洲
先
生
中
庸
天
命
性
図
解
』（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
（

＊
句
読
点
、
濁
点
、『　

』（
書
名
符
号
（、「　

」（
引
用
符
号
（
は
補
っ
た
。

〔
天
〕〔
命
〕〔
性
〕〔
道
〕
な
ど
も
湯
城
に
よ
る
補
足
。
下
線
（
図
示
に
迷
う
部
分
（
も
湯
城
に
よ
る
。

【
原
文
】

「
万
物
一
源（

１
（」

ト
「
聖
凡
一
致（

（
（

」
ト
ヲ
左
右
ニ
ワ
リ
テ
第
一
ニ
書
ス
ル
ハ
本
源
根
本
ヲ
云
。

〔
天
〕
大
円
子（

３
（ヲ

書
シ
其
中
ニ
「
元
亨
利
貞（

４
（」

ト
書
ス
ハ
、
天
ノ
四
徳
也
。
此
図
及
ビ
此
図
ノ
左
ニ
「
乾
元
」「
一
陰
一
陽
之
謂
道（

（
（

」「
天
」
ト

書
ス
ル
ハ
、
皆
天
ニ
属
ス
ユ
ヘ
、
此
図
ノ
右
ニ
大
ニ
「
天
」
ト
書
ス
ル
ニ
並
ベ
ツ
ラ
ネ
テ
「
天
」
ト
照
ジ
合
ス
。
左
方
ノ
小
ニ
「
天
」
ト
書
ス
ル

ハ
、
朱
子
『
大
学
』
ノ
序
ニ
、「
天
自
降
生
民
則
既
莫
不
与
之
以
仁
義
礼
智
性
」
ト
云
語
ノ
中
ニ
テ
「
天
」
ノ
一
字
ヲ
ヌ
キ
出
シ
、
此
図
ノ
右
ノ

方
ニ
「
天
」
ト
書
ス
ル
ニ
並
ベ
ツ
ラ
ヌ
ル
也
。
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〔
命
〕
次
ニ
、
小
円
子
ヲ
書
シ
テ
其
中
ニ
又
小
ニ
「
元
亨
利
貞
」
ト
書
ス
ハ
、
天
ヨ
リ
此
四
徳
ヲ
人
ニ
賦
予
シ
テ
天
ノ
四
徳
仁
義
礼
智
ト
名
ノ

カ
ハ
ル
処
ノ
界
分
・
命
ヲ
示
ス
ユ
ヘ
ニ
、
再
小
円
子
を
書
シ
中
ニ
又
小
ニ
「
元
亨
利
貞
」
ト
書
シ
、
此
図
ノ
右
ノ
方
ニ
大
ニ
「
命
」
ノ
字
ヲ
書
ス

ル
ニ
並
ベ
ツ
ラ
ネ
テ
「
命
」
ノ
字
ト
照
ジ
合
ス
。
命
ハ
元
亨
利
貞
ト
イ
ヘ
バ
天
ニ
属
シ
、
性
ト
イ
ヘ
バ
人
ニ
属
ス
。
天
ア
タ
ヘ
人
稟
ル
処
ノ
界
分

ツ
ギ
メ
ノ
処
ヲ
命
ト
云
。
命
ハ
天
ト
人
ト
ノ
間
ニ
ア
リ
。
此
図
ノ
左
ノ
方
ノ
「
万
物
資
始（

（
（

」「
継
之
者
善
」「
人
生
静
以
上
」「
自
降
生
民
則
既
莫

不
与
之
」
ハ
、
各
天
ア
タ
ヘ
人
稟
ル
ツ
ギ
メ
界
分
ノ
処
・
命
ヲ
説
語
ユ
ヘ
、
此
図
ノ
右
ノ
方
ノ
大
ニ
「
命
」
ト
書
ス
ル
ニ
並
べ
ツ
ラ
ヌ
。「
自
降

生
民
則
既
莫
不
与
之
」
ハ
『
大
学
』
ノ
序
ノ
此
句
バ
カ
リ
命
ノ
時
ニ
ア
タ
ル
ユ
ヘ
ヌ
キ
出
シ
挙
ル
也
。

〔
性
〕
次
ニ
、
大
円
子
ヲ
書
シ
其
中
ニ
「
仁
義
礼
智
」
ト
書
ス
ル
ハ
、
既
天
ノ
四
徳
ヲ
人
ニ
稟
テ
性
ト
ナ
リ
、
天
ノ
四
徳
、
仁
義
礼
智
ト
名
ノ

カ
ハ
リ
タ
ル
後
ヲ
示
ス
図
也
。
ユ
ヘ
ニ
此
図
ノ
右
ノ
方
ノ
大
ニ
「
性
」
ト
書
ス
ル
ニ
並
ベ
ツ
ラ
ネ
テ
「
性
」
ト
照
ジ
合
ス
。
上
ノ
大
円
子
ノ
中
ニ

四
徳
ヲ
書
ス
図
ヨ
リ
次
ノ
小
円
子
ノ
中
ニ
又
四
徳
ヲ
書
ス
図
及
ビ
此
大
円
子
ノ
中
ニ
仁
義
礼
智
ヲ
書
ス
図
マ
デ
ニ
一
筋
竪
ニ
貫
キ
タ
ル
筋
ヲ
引

ハ
、
人
ノ
性
、
天
ニ
稟
テ
天
ト
一
致
ナ
ル
旨
ヲ
示
ス
也
。
此
図
ノ
左
ノ
方
ニ
「
万
物
各
正
其
性
命
」「
成
之
者
性
」「
人
生
静
天
之
性
」「
以
仁
義

礼
智
性
」「
孟
子
之
性
善
」
ト
並
ベ
書
ス
ハ
、
各
天
ノ
四
徳
ヲ
人
ニ
稟
テ
性
ト
ナ
リ
仁
義
礼
智
ト
ナ
リ
タ
ル
上
ノ
意
ヲ
説
語
ユ
ヘ
、
又
此
図
ノ
右

ノ
方
ノ
大
ニ
書
ス
ル
「
性
」
ノ
字
ニ
並
ベ
ツ
ラ
ヌ
。
又
此
各
ノ
語
ヨ
リ
ア
ゲ
テ
別
ニ
「
乾
道
変
化
」
ト
書
ス
ニ
意
ア
リ
。
乾
道
ハ
即
元
亨
利
貞
ノ

天
道
ソ
レ
ガ
変
化
シ
テ
万
物
ノ
性
命
ト
ナ
ル
ヲ
云
ユ
ヘ
ニ
、
此
四
字
ヲ
分
テ
ハ
、
乾
道
ハ
天
ニ
属
シ
、
変
化
ハ
性
ニ
属
ス
。
然
ル
ニ
「
乾
道
変

化
」
ト
ツ
ヅ
ケ
見
ル
ト
キ
、
天
ノ
四
徳
ノ
変
化
シ
テ
仁
義
礼
智
ノ
性
ト
ナ
ラ
ン
ト
ス
ル
際
ユ
ヘ
命
ニ
属
ス
。「
乾
道
変
化
」
ハ
譬
バ
「
鳩
化
為

鷹（
（
（

」
ノ
「
化
」
ト
「
為
」
ノ
二
字
ノ
間
ノ
如
シ
。「
鳩
」
ハ
元
亨
利
貞
、「
鷹
」
ハ
仁
義
礼
智
、
彼
ガ
此
ニ
変
化
シ
テ
ナ
リ
カ
ハ
ル
天
人
ノ
際
ヲ

云
。「
乾
道
変
化
」
ハ
先
大
分
ハ
命
ノ
部
ニ
テ
精
密
ノ
分
別
ハ
命
ヨ
リ
下
ニ
属
シ
テ
皆
虚
字（

８
（也

。
サ
ナ
ケ
レ
バ
「
資
始
」
ニ
重
言
ト
ナ
ル
ユ
ヘ

ニ
、「
乾
道
変
化
」
ヲ
別
ニ
書
シ
テ
此
意
ヲ
示
ス
。
是
故
ニ
、『
易
』
ニ
「
大
哉
乾
元
万
物
資
始
」
ト
「
万
物
各
正
其
性
命
」
ニ
テ
ス
ミ
テ
ア
ル

ニ
、
又
「
乾
道
変
化
」
ト
説
モ
此
深
意
ア
ル
ユ
ヘ
也
。
然
レ
バ
、
此
図
「
乾
道
変
化
」
ヲ
「
命
」
ノ
字
ノ
並
ビ
ニ
ツ
ラ
ネ
ズ
シ
テ
、「
命
」
ノ
字
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ノ
並
ビ
ト
「
性
」
ノ
字
ノ
並
ビ
ト
ノ
間
ニ
別
ニ
書
ス
ハ
、『
易
』
ノ
深
意
ヲ
知
ル
人
ナ
キ
ユ
ヘ
其
深
意
ヲ
喩
サ
ン
ト
テ
格
別
ニ
掲
ゲ
書
セ
ラ
レ
タ

リ
。〔

道
〕
次
ニ
、
大
円
子
ヲ
書
シ
、
其
中
ニ
「
仁
道
、
義
道
、
礼
道
、
智
道
」
ト
並
ベ
書
シ
、
仁
道
ノ
下
ニ
「
父
子
之
親
、
仁
民
愛
物
」
ト
書

シ
、「
義
道
」
ノ
下
ニ
「
君
臣
之
分
、
敬
長
尊
賢
」
ト
書
シ
、「
礼
道
」
ノ
下
ニ
「
恭
敬
辞
譲
、
三
百
三
千（

９
（」

ト
書
シ
、「
智
道
」
ノ
下
ニ
「
是
非

邪
正
」
ト
書
ス
ハ
、
天
ノ
四
徳
ヲ
人
ニ
稟
テ
性
ト
ナ
リ
、
性
ノ
理
日
用
事
物
ニ
行
ハ
ル
処
ヲ
示
ス
ユ
ヘ
ニ
此
図
ノ
右
ノ
方
ニ
大
ニ
「
道
」
ト
書
ス

ル
ニ
並
ベ
ツ
ラ
ヌ
。
此
図
ノ
左
ノ
方
ニ
「
日
用
万
事（

（1
（

」
ト
書
ス
ハ
、
日
用
万
事
ハ
性
ノ
ア
ラ
ハ
レ
テ
道
ノ
行
ハ
ル
処
ユ
ヘ
（
＊
「
道
ニ
属
ス
レ

バ
」
を
見
せ
消
ち
（、
又
此
図
ノ
右
ノ
方
ニ
大
ニ
書
ス
ル
「
道
」
ノ
字
ニ
並
ベ
ツ
ラ
ヌ
。

〔
気
質
・
人
欲
〕
次
ニ
、「
気
質
、
人
欲
」
ト
並
ベ
書
シ
、
其
下
ニ
「
不（

（（
（

父
子
之
親
、
不
仁
民
愛
物
」「
不
君
臣
之
分
、
不
敬
長
尊
賢
」「
不
恭
敬

辞
譲
、
不
三
百
三
千
」「
不
是
非
邪
正
」
ト
各
又
並
ベ
書
ス
ハ
、
天
ノ
四
徳
ヲ
稟
テ
仁
義
礼
智
ノ
性
ヲ
生
レ
ツ
ク
人
ナ
レ
ド
モ
此
気
質
ト
人
欲
ニ
乱

サ
レ
テ
如
此
ナ
ル
処
ヲ
示
ス
也
。
然
ル
ニ
唯
聖
人
而
已
、
此
上
ノ
大
円
子
ノ
中
ニ
「
仁
道
、
義
道
、
礼
道
、
智
道
」
ト
書
シ
其
下
ニ
「
父
子
之

親
、
仁
民
愛
物
」「
君
臣
之
分
、
敬
長
尊
賢
」「
恭
敬
辞
譲
、
三
百
三
千
」「
是
非
邪
正
」
ト
書
ス
図
ニ
自
然
ト
一
生
涯
止
リ
テ
気
質
人
欲
ニ
乱
サ
レ

ネ
バ
、
此
「
気
質
、
人
欲
」
ト
並
ベ
書
ス
下
ニ
又
並
ベ
書
ス
條
々
ノ
事
ナ
シ
。
コ
レ
聖
人
気
質
清
明
ニ
シ
テ
一
毫
ノ
人
欲
ナ
キ
ユ
ヘ
也
。
賢
者
ヨ

リ
常
人
マ
デ
ハ
大
小
多
寡
ノ
違
ハ
ア
レ
ド
モ
気
質
人
欲
ニ
乱
サ
ル
ユ
ヘ
、
此
「
気
質
、
人
欲
」
ト
並
ベ
書
ス
下
ニ
又
並
ベ
書
ス
條
々
ヲ
不
免
也
。

〔
教
〕
次
ニ
、
大
円
子
ヲ
書
シ
、
其
中
ニ
「
父
子
之
親
、
仁
民
愛
物
」「
君
臣
之
分
、
敬
長
尊
賢
」「
恭
敬
辞
譲
、
三
百
三
千
」「
是
非
邪
正
」
ト

並
ベ
書
ス
ハ
、
上
ニ
並
ベ
書
ス
気
質
人
欲
ニ
乱
サ
レ
テ
或
ハ
本
然
ノ
性
ヲ
ク
モ
ラ
シ
又
ハ
本
然
ノ
性
ヲ
失
フ
ヲ
、
教
ニ
ヨ
ッ
テ
本
ノ
本
然
ノ
性
ニ

復
ス
意
ヲ
示
ス
ユ
ヘ
ニ
、
此
図
ノ
右
ノ
方
ニ
大
ニ
書
ス
ル
「
教
」
ノ
字
ニ
並
ベ
ツ
ラ
ネ
テ
「
教
」
ト
照
ジ
合
ス
。
此
図
ノ
左
ノ
方
ニ
「
大
学
、
小
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学（
（1
（

」
ト
並
ベ
書
ス
ル
ハ
、
其
教
ハ
大
小
ノ
学
ヲ
以
テ
教
ル
ユ
ヘ
、
又
此
図
ノ
右
ノ
方
ニ
大
ニ
書
ス
ル
「
教
」
ノ
字
ニ
並
ベ
ツ
ラ
ヌ
。

「
修
道
之
謂
教
」
ト
書
ス
上
ニ
「
気
質
清
明
云
々
」
ト
書
ス
ル
ハ
、
此
大
学
小
学
ノ
教
ハ
「
気
質
清
明
中
和（

（1
（

生
知
安
行（

（1
（

之
聖
人
」
ノ
立
ル
処
ト

云
ヲ
コ
ト
ハ
ル
也
。

道
ノ
円
子
ト
教
ノ
円
子
ト
反
復
一
致
ニ
図
セ
ル
事
、
コ
レ
所
謂
「
舜
有
天
下
而
不
与
焉（

（1
（

」
ノ
妙
ヲ
ア
ラ
ハ
セ
リ
。

詩（
（1
（

云
、「
他
人
有
心
、
我
忖
度
之
」、
斯
之
謂
也
。

注（
１
（
万
物
一
源　
『
正
蒙
』
巻
六
「
誠
明
篇
」
に
「
性
者
万
物
之
一
源
、
非
有
我
之
得
私
也
」
と
あ
る
。
他
、『
朱
子
語
類
』
巻
九
十
八
、
宋
・
真
徳
秀
『
西
山
読
書

記
』
巻
二
、
宋
・
黄
震
『
黄
氏
日
抄
』
巻
三
十
三
な
ど
に
も
見
え
る
。

（
２
（
聖
凡
一
致　

管
見
の
及
ぶ
限
り
、
清
・
陸
隴
其
纂
輯
『
四
書
講
義
困
勉
録
』
巻
三
十
四
（
告
子
上
（
に
「
仁
義
有
善
無
悪
、
固
縁
情
可
験
而
聖
凡
一
致
者
也
」

と
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

（
３
（
大
円
子　

円
に
つ
い
て
蘭
洲
『
感
興
詩
講
義
』
５
ａ
に
「
渾
然
ハ
円
ニ
シ
テ
無
端
辞
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
中
庸
首
章
解
』
（（
ｂ
に
「
中
の
字
は
、
…
篆
文

（
こ
も
じ
（
は
Φ
な
り
。
○
は
宇
宙
の
象
（
か
た
ど
り
（
な
り
」
と
見
え
る
。

（
４
（
元
亨
利
貞　
『
易
経
』
乾
卦
卦
辞
に
見
え
る
。
文
言
伝
に
「
元
者
善
之
長
也
。
亨
者
嘉
之
会
也
。
利
者
義
之
和
也
。
貞
者
事
之
幹
也
」
と
あ
り
、
朱
子
本
義
は

「
元
、
大
也
。
亨
、
通
也
。
利
、
宜
也
。
貞
、
正
而
固
也
。
文
王
以
為
乾
道
大
通
而
至
正
」
と
言
う
。
元
亨
利
貞
が
天
の
徳
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
朱
子
「
小

学
題
辞
」
に
「
元
亨
利
貞
、
天
道
之
常
」
と
あ
る
他
、
乾
卦
文
言
伝
孔
疏
に
「
但
乾
卦
象
天
、
故
以
此
四
徳
皆
為
天
徳
」
と
見
え
る
。
ま
た
、
蘭
洲
『
玉
講
附
録

紀
聞
』
中
巻
（
山
崎
闇
斎
『
玉
山
講
義
附
録
』
の
講
義
録
（
に
「（
＊
元
亨
利
貞
は
陰
陽
両
者
に
渉
る
も
の
な
の
に
な
ぜ
乾
だ
け
に
言
う
の
か
と
い
う
問
い
に
対

し
て
（
乾
ハ
陽
ニ
シ
テ
君
子
ニ
ア
タ
レ
リ
。
君
子
ノ
大
徳
天
ニ
侔
シ
キ
ヲ
乾
卦
ニ
明
ス
。
此
四
字
、
元
亨
、
陽
、
利
貞
、
陰
ナ
レ
ド
モ
、
陰
中
ノ
陽
、
陽
中
ノ
陰

ニ
テ
、
独
陰
独
陽
ナ
キ
ヲ
示
ス
」
と
あ
る
。
ま
た
同
書
、
５
ａ
～
に
以
下
の
よ
う
な
対
照
が
述
べ
ら
れ
る
。

　
　

元　

春　

万
物
発
生
（
生
む
（　

仁

　
　

亨　

夏　

万
物
暢
茂
（
そ
ろ
う
（　

礼

　
　

利　

秋　

実
り
を
生
む　

義
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貞　

冬　

幹
が
来
年
の
準
備
を
す
る　

智

（
５
（
一
陰
一
陽
之
謂
道　

蘭
洲
は
こ
の
文
句
の
意
味
を
世
の
中
の
す
べ
て
の
こ
と
が
陰
陽
に
当
て
は
ま
る
と
い
う
意
味
だ
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。
蘭
洲
『
中
庸
首

章
解
』
11
ａ
に
「
よ
ろ
づ
の
も
の
、
此
め
お
の
外
に
も
る
る
物
な
し
。
ゆ
へ
に
易
に
一
陰
一
陽
之
謂
道
と
見
え
た
り
」
と
言
う
。

（
６
（
万
物
資
始　

と
り
て
は
じ
む
。
蘭
洲
『
知
新
録
』
（（
ｂ
－
（（
ａ
に
「
資
ト
ハ
何
ヲ
資
ナ
レ
バ
統
体
ノ
太
極
ヲ
資
也
。
資
テ
後
各
具
ノ
太
極
ト
ナ
レ
リ
。
資
ハ
理

バ
カ
リ
ヲ
資
也
。
始
ハ
理
気
ヲ
兼
テ
…
」
と
見
え
る
。
ま
た
、
蘭
洲
『
知
新
録
』
（（
ｂ
に
「
万
物
資
始
ハ
、
資
ハ
理
、
始
ハ
気
也
」
と
見
え
る
。

（
７
（
鳩
化
為
鷹　
『
礼
記
』
王
制
篇
に
「
鳩
化
為
鷹
、
然
後
設
罻
羅
」
と
見
え
る
。
孔
穎
達
の
疏
は
「
謂
八
月
時
…
以
「
月
令
」
二
月
時
鷹
化
為
鳩
，
則
八
月
鳩
化
為

鷹
」
と
説
明
す
る
。

（
８
（
虚
字　

蘭
洲
は
実
際
の
意
味
が
あ
る
字
を
実
字
、
実
際
に
は
意
味
が
あ
ま
り
な
い
字
を
虚
字
（
お
よ
び
客
字
（
と
呼
ん
で
い
る
。
蘭
洲
『
玉
山
附
録
紀
聞
』
中

巻
１
ａ
に
「
亨
利
ハ
虚
字
ニ
テ
客
字
、
元
貞
ガ
実
字
ニ
シ
テ
主
ト
ナ
レ
リ
」、
蘭
洲
『
中
庸
講
義
』
（（
ｂ
に
「
虚
文
ハ
文
ア
リ
テ
用
ヒ
ラ
レ
ズ
ヤ
ク
ニ
タ
タ
ヌ
ヲ

虚
文
ト
云
」
と
あ
る
。

（
９
（
三
百
三
千　

礼
の
多
い
こ
と
。『
中
庸
』
第
二
十
七
章
に
「
礼
儀
三
百
威
儀
三
千
」
と
あ
る
。
蘭
洲
『
玉
講
附
録
紀
聞
』
中
巻
５
ｂ
に
も
「
礼
義
三
百
威
儀
三

千
」
と
あ
る
。
他
、『
礼
記
』
礼
器
篇
に
「
経
礼
三
百
、
曲
礼
三
千
」
と
あ
る
。

（
10
（
日
用
万
事　
『
易
経
』
繋
辞
上
伝
に
「
百
姓
日
用
而
不
知
」
と
見
え
る
。
蘭
洲
『
中
庸
首
章
解
』
７
ａ
で
は
「
世
に
一
丁
字
（
い
ち
も
じ
（
を
し
ら
ぬ
常
人
（
な

み
な
み
の
ひ
と
（
に
、
こ
こ
ろ
だ
て
す
な
を
に
、
行
ひ
の
よ
く
、
君
子
に
ほ
め
ら
る
る
人
あ
り
。
こ
れ
い
ま
だ
道
を
き
か
ざ
れ
ど
、
其
性
は
も
と
天
と
一
体
な
る

に
よ
り
、
し
ら
ず
し
ら
ず
に
道
に
か
な
ふ
な
り
。
是
い
は
ゆ
る
百
姓
日
用
而
不
レ
知
な
り
」
と
言
う
。

（
11
（
不　

名
詞
を
否
定
す
る
の
に
「
不
」
を
使
う
こ
と
は
一
般
的
で
は
な
い
が
、『
中
庸
』
に
「
苟
不
至
徳
」
の
用
例
が
あ
る
。「
無
」（
や
「
非
」（
で
は
百
パ
ー
セ

ン
ト
の
否
定
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

（
1（
（
大
学
、
小
学　

こ
こ
で
は
「
教
」
と
し
て
「
大
学
」「
小
学
」
だ
け
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
蘭
洲
は
「
教
」
を
、「
聖
賢
の
教
え
（
直
接
の
教
授
（」「
天
地
万
物

の
様
子
を
見
て
我
が
身
を
省
み
る
こ
と
（
自
省
（」「
書
物
や
伝
聞
で
古
人
の
嘉
言
善
行
を
知
り
そ
れ
に
習
う
こ
と
（
書
物
（」「
悪
い
例
を
見
て
自
己
反
省
す
る

（
反
面
教
師
（」「
人
主
が
礼
楽
刑
政
で
人
民
を
教
化
す
る
こ
と
（
人
民
教
化
（」
と
よ
り
多
角
的
に
考
え
て
い
た
（
蘭
洲
『
中
庸
首
章
解
』
1（
ａ
（。

（
1（
（
中
和　
『
中
庸
』
第
一
章
に
「
喜
怒
哀
楽
之
未
発
謂
之
中
、
発
而
皆
中
節
謂
之
和
。
中
也
者
天
下
之
大
本
也
、
和
也
者
天
下
之
達
道
也
。
致
中
和
、
天
地
位
焉
、

萬
物
育
焉
」
と
あ
る
。

（
1（
（
生
知
安
行　
『
中
庸
』
第
二
十
章
に
「
或
生
而
知
之
、
或
学
而
知
之
、
或
困
而
知
之
。
及
其
知
之
一
也
。
或
安
而
行
之
、
或
利
而
行
之
、
或
勉
強
而
行
之
。
及
其

成
功
一
也
」
と
あ
る
。「
生
而
知
之
」
と
い
う
語
は
『
論
語
』
述
而
篇
、
季
氏
篇
に
も
見
え
る
。

（
1（
（
舜
有
天
下
而
不
与
焉　
『
論
語
』
泰
伯
篇
に
見
え
る
。

（
1（
（
詩　
『
詩
経
』
小
雅
・
巧
言
に
「
他
人
有
心
、
予
忖
度
之
」
と
あ
る
。
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【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　
　

・
五
井
蘭
洲　

・『
中
庸
』
天
命
性
図　

・
懐
徳
堂　

・『
中
庸
』　

・
太
極
図




